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全日本少年軟式野球大会　南信大会優勝

少年野球喬木大会　優勝

喬木中学校野球部

喬木少年野球クラブ
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　ＪＲ東海は、環境影響評価法に基づく手続きの最終段階で、昨年9月に公表した準備書に対する長野県知事の意

見や説明会で寄せられた意見を踏まえ修正した、環境影響評価書を4月23日に国土交通大臣へ提出しました。今後

の流れは、国土交通省と環境省の意見を踏まえ、評価書に対する意見を90日以内（7月22日まで）にＪＲ東海に

提出し、ＪＲ東海が補正を行い『評価書』の公告・縦覧となり、国土交通大臣は工事実施計画認可を行います。

JR東海　国にリニア評価書提出

評価書知事意見

関係市町村などと相互に確認するといった対応を要請に応じて行う。
工事用車両の規格、通行時間、１日の通行台数などに関して、市町村
などと環境保全協定を結ぶ。

環境保全協定
の 締 結

個人井戸は、工事着手前から関係自治体などの協力を得ながら必要な
調査は行う。

個人の井戸など個別の水源や、水辺の動植物の調査が不足しており、
事後調査を実施する。

地 下 水 、
水資源の保全

日照阻害の影響範囲は環境保全措置の内容が具体的になった時点で冬
至の日影時間が分かるため、表記方法を検討し、関係自治体や住民に
公表する。日照阻害による太陽光発電への影響は、一般的に環境評価
の対象とされていない。

日照阻害に係る予測結果について、計画施設の高さ、形状等の予測条
件を示す。また、日影時間ごとの太陽パネル設置家屋数を示し、太陽
光発電に対する日照阻害の影響を明らかにする。

日 照 阻 害

残土の活用する自治体などが実施する環境保全調査、影響検討に協力。
残土置き場を新設する場合、事後調査を実施する。

工事で発生する残土について、置き場の計画が具体的に決まった時点
で調査、予測し、結果を公表する。

残 土置き場
の 対 応

工事で使用する道路における通学路等の安全対策として、安全設備
（ガードレール。カーブミラー等）の設置、安全な歩行ルートの確保、
交通誘導員の配置などを、道路管理者や自治体と協議、調整の上行う。

通学路など地域住民が生活に使用する道路と工事用車両の運行ルート
が重複する場合、学校・病院等配慮が必要な施設に対する対策を具体
的にする。

通学路の安全

○国へ提出された主な知事意見の内容とＪＲ東海が評価書に示した内容について
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安心・安全な村づくり「防災体制の充実」

喬
木
村
南
部
防
災
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
！

　

富
田
地
区
に
あ
っ
た
第

二
公
民
館
の
老
朽
化
に
伴

い
、
平
成
二
五
年
一
一
月

よ
り
起
工
し
て
い
ま
し
た

「
喬
木
村
南
部
防
災
セ
ン

タ
ー
」
の
竣
工
式
が
、
四

月
二
〇
日（
日
）に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
南
部
防
災
セ

ン
タ
ー
は
床
面
積
が
四
二

八
平
方
�
。
鉄
骨
平
屋
の

施
設
内
に
は
、
資
材
庫
、

備
蓄
倉
庫
の
他
に
、
八
〇

畳
の
研
修
室
、
和
室
の
会

議
室
、
調
理
室
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

南
部
防
災
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
前
に
は
、
マ
イ
ク

付
き
の
同
報
無
線
も
設
置

さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
の

拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
室
に
は
ス
テ
ー
ジ

が
あ
り
、
地
元
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

調
理
室
は
普
段
使
い
の
Ｉ

Ｈ
コ
ン
ロ
だ
け
で
な
く
、

災
害
時
を
想
定
し
ガ
ス
コ

ン
ロ
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、

地
元
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

広さ80畳の研修室 和室の会議室

電気、ガス両方のコンロを持つ調理室 竣工式の様子

研修室用の音響設備
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デ
ジ
タ
ル
同
報
無
線
配
備
完
了

　

東
日
本
大
震
災
や
長
野
県
北
部
地
震
の
発
生
で
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
確
保
の
重
要

性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る
中
で
、
平
成
二
五
年
四
月
か
ら
進
め
て
い
ま
し
た
、
デ
ジ
タ

ル
同
報
無
線
の
配
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
放
送
は
防
災
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
親
局
か
ら
発
信
さ

れ
、
伊
久
間
原
に
あ
る
中
継
局
を
経
由
し
、
各
地
区
の
子
局
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）
で
放
送
さ
れ

ま
す
。

　

村
内
で
も
中
山
間
地
区
に
設
置
し
た
一
部
子
局
に
は
従
来
の
同
報
無
線
に
は
な
か
っ
た
、

親
局
か
ら
子
局
へ
の
通
信
だ
け
で
な
く
、
子
局
か
ら
親
局
に
も
通
信
が
で
き
る
機
能
を
搭
載

し
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
重
要
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
活
用
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
設
備
を
最
大
限
活
か
せ
る
体
制
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
同
報
無
線

移
行
に
伴
い
、
放
送
が

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
、

聞
き
取
り
づ
ら
く
な
っ

た
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
総
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
戸
別
受

信
機
を
設
置
す
る
な
ど
、

対
策
を
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
役
場  
総
務
課

�　

－

5
1
2
0
）

３３

� 
お
知
ら
せ 
�

デジタル同報無線通信系統（概略）

戸別受信機（家庭） 親局（防災センター）

屋外子局 中継局（伊久間原）

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

　

平
成
二
六
年
四
月
か
ら
の
消
費
税
率
八
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
う
低
所
得
者
及
び

子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
に
対
し
て
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
ま
た
は
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
及
び
支
給
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
現
在
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
が
詳

細
が
決
ま
り
次
第
、村
の
情
報
誌
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
平
成
二
六
年
度
の
村
民

税
が
確
定
後
、
六
月
下
旬
以
降
に
該
当
と
思
わ
れ
る
方
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。）

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

●
対
象
者

　

平
成
二
六
年
一
月
一
日
に
お
い
て
、
喬

木
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
平
成
二
六
年
度
の
村
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
二
六
年
度
の
村
民
税

（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養

親
族
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
等
は

対
象
外
で
す
。

●
給
付
金

　

給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き
一
万
円

　

た
だ
し
、
給
付
対
象
者
の
中
で
次
に
該

当
す
る
方
は
、
五
千
円
を
加
算
。

①
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者

②
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
の

受
給
者

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

●
対
象
者

　

平
成
二
六
年
一
月
分
の
児
童
手
当
の
受

給
者
で
、
平
成
二
五
年
の
所
得
が
児
童
手

当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
方
が
対
象

で
す
。

　

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

及
び
生
活
保
護
の
被
保
護
者
等
は
対
象
外

で
す
。

●
給
付
金

　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
一
万
円

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

　

�　

－

5
1
2
3
（
直
通
）

３３
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平成26年度区長及び地区長
今年度の区長会の役員が選出されました

会　長　松島　芳久（阿島区長）　

副会長　吉川　正隆（伊久間区長）

住　所氏　　名役　職区

溝口3松 島 芳 久区　長

阿　

島

宮澤2三 石 世 紀副区長

藤の木尾 畑 正 人会　計

五反田１宮 下 一 彦北

寺の前2市 瀬 健 治寺の前

帰牛原5大　平　富士夫帰牛原

竪町吉　岡　今朝一郭

河原３斉 藤 秀 雄町

鍛治垣外6大 平 忠 孝南

両平上２田 中 利 明区　長

小　

川

上耕地４市 瀬 泰 彦副区長

馬場８今 井　 勝副区長

馬場８今 井　 勝馬　場

両平上３平 澤 秀 文両　平

上耕地４市 瀬 泰 彦田上川

寺耕地１林　 克 穗上　平

伊久間５吉 川 正 隆区　長
伊
久
間

伊久間13吉 津 重 義副区長

伊久間８吉 川 文 人会　計

富田 4-1福 与 和 公区　長
富　

田
富田6-2田 中 三 男代理者

富田 3-1木 下 浩 男会　計

大和知1上忠 平 隆 三区　長
大
和
知

大和知3-1横 前 寿 久代理者

大和知3-4横 前　 元会　計

平栗伊 藤 勝 司区　長
氏　

乗
氏乗下1束 原 靖 雄代理者

貸又元 島 敏 勝会　計

牧畑上内 山 光 明区　長

大　

島

大島上平２筒 井 正 司副区長

西村内 山　 勤会　計

大島中平２佐々木　誠　次特別会計

桃添上２村 山　 進区　長

加
々
須

野田原上小 山 憲 明副区長

桃添上２瀬 川 正 顯会　計

豊詰小 澤 勝 利特別会計

平成26年度 学校評議員の皆さん

喬木第一小学校

備　考住　所氏　名

椋記念図書館長伊久間大　原　文　男

民生児童委員協議会長伊久間大　原　成　章

喬木村商工会長南藤　本　芳　男

中央保育園長中央保育園福　澤　治　子

北保育園長北保育園近　藤　久美子

前ＰＴＡ会長帰牛原瀧　浪　勝　幸

ＰＴＡ会長郭吉　川　順　二

校長第一小学校荻　原　敏　行

教頭第一小学校鎌　倉　　　健

喬木第二小学校

備　考住　所氏　名

富田分館長富　田中　川　雄　介

大和知分館長大和知土　屋　和　俊

氏乗分館長氏　乗元　島　和　昭

富田育成会会長富　田塩　澤　勝　彦

南保育園長南保育園原　　　美　春

元ＰＴＡ役員富　田塩　澤　真由美

ＰＴＡ会長富　田福　澤　博　之

ＰＴＡ副会長富　田小　池　洋　三

ＰＴＡ副会長富　田木　下　絵　利

喬木中学校

備　考住　所氏　名

社会教育委員長北城　下　武　男

学校支援ボランティア町木　下　光　子

農業委員長加々須宮　下　喜　誉

社会福祉協議会長大和知忠　平　隆　三

交通安全協会長町市　瀬　兼　寿

喬木村公民館長馬　場原　　　美　穂

前ＰＴＡ会長馬　場八　木　登志夫
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成
年
後
見
制
度

休
日
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症

や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に

よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が

十
分
で
な
い
方
（
本
人
）
に
援
助

者
を
選
び
、
本
人
の
権
利
を
守
る

た
め
の
制
度
で
す
。
成
年
後
見
制

度
の
利
用
に
関
わ
る
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

○
日　

時

　

五
月
二
四
日
（
土
）

　

午
前
九
時
〜
正
午
ま
で

○
場　

所

　

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　

（
飯
田
市
東
栄
町
）

　

二
階　

相
談
室

○
相
談
対
応

い
い
だ
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

○
相
談
料

　

無
料

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

い
い
だ
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー

　

�
0
2
6
5－

　

－

3
1
8
7

５３

●６ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
　次の各会場で行います。どなたでも気軽にご参加いただけま
すので、是非お越し下さい。

 問い合わせ先  　役場 保健福祉課包括支援係　�33-1120

開催時間開  催  日会　　　場対  象  地  区

午前１０時６/４、６/１８北コミュニティ消防センター北

午後１時半６/６、６/２０第 一 公 民 館郭・寺の前

午後１時半６/２、６/１６、６/３０帰 牛 原 防 災 セ ン タ ー帰牛原・加々須

午後１時半６/１１、６/２５阿 島 傘 伝 承 館町

午前１０時６/１１、６/２５南 農 事 集 会 所南

午後１時半６/９、６/２３福 祉 セ ン タ ー馬場・両平・伊久間

午後１時半６/１３、６/２７上 平 集 落 セ ン タ ー上　平

午前１０時６/２、６/１６、６/３０田 上 川 消 防 セ ン タ ー田上川

午前１０時６/９、６/２３富 田 陶 芸 館富田・大和知・氏乗

午後１時半６/４、６/１８大 島 公 民 館大　島

○筋力アップ体操教室
　夜間の開催となります。どなたでもご参加いただけます。

開  催  時  間会　　　場開　催　日

午後７時半福祉センター２階６月７日（土）

骨
髄
バ
ン
ク
に

ご
登
録
を
！

　

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
に
は
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、下
記
窓
口
に
前
日
ま
で
に
事
前

の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、登
録
に
は
概
ね
二
〇
分
〜

三
〇
分
の
時
間
を
要
し
ま
す
。

○
完
全
予
約
制

○
日　

時

　

毎
月
第
一
・
三
水
曜
日

　

（
祝
祭
日
を
除
く
）

　

午
前
九
時
〜
午
前
一
一
時
ま
で

○
場　

所

　

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　

二
階　

健
康
相
談
室

　

（
飯
田
市
追
手
町
二－

六
七
八

　

飯
田
合
同
庁
舎
内
）

○
予
約
電
話
番
号

　

�
0
2
6
5－

　

－

0
4
4
4

５３

○
問
い
合
わ
せ
先

　

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　

健
康
づ
く
り
支
援
課

　

�
0
2
6
5－

　

－

0
4
4
4

５３

　

（
直
通
）

　

（
保
健
師
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。）

＊
�
骨
髄
移
植
推
進
財
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５月の村税等
口座振替日納期限

5月26日
（月）

◎口座振替の方
は預金の残高
確認をお願い
します。

6月2日
（月）

固定資産税（第１期）

国 保 税（第２期）

介 護 保 険 料

後 期 高 齢 保 険 料

保 育 料 

上 下 水 道 料

第1回 粗大ごみの有料収集
�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○日　時　6月1日（日）

○時　間　午前8時から11時までの3時間

　　　　　※小雨決行

○会　場　運動公園第一駐車場

　　　　　（略図参照）

○業　者　（株）南信サービス

　　　　　�３５－２４１２

�処分したいものを、直接持ち込み、業

者に料金を払います。

�家庭ごみに限ります。農業経営や事業

系ごみ、産業廃棄物は出せません。

�雨天の場合、布団は濡れないように持

ち込んで下さい。

�鉄くず類とは専用袋に入らないもので、

ごみステーションに出せない物です。

�まだ使えるものは、リサイクルショッ

プなどに持ち込みましょう。

※次回は１０月5日（日）に有料収集を予定

しています。

　分別収集

の徹底とリ

サイクル

で、ごみの

減量にご協

力お願いし

ます。

命
を
救
え
る
の
は

あ
な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ：

h
ttp
://w

w
w
.jm
d
p
.o
r.jp
/
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農
村
の
田
園
風
景
・
夕
焼
け
・

四
季
の
行
事
・
花
な
ど
喬
木
の
風

景
を
題
材
に
し
た
、
風
景
写
真
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

四
月
二
一
日
〜
一
二
月
一
二
日

○
作　

品　

一
人
三
点
以
内

　

未
発
表
の
も
の
で
、
募
集
用
紙

を
添
付
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

○
サ 
イ 
ズ

　

４
ツ
切
サ
イ
ズ

　

2
5
4
�
×
3
0
5
�

　

（
４
ツ
切
ワ
イ
ド
は
不
可
）

○
展　

示

　

応
募
作
品
は
、「
椋
鳩
十
記
念
館

図
書
館　

村
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に

て
、
二
〇
一
五
年
一
月
六
日
〜
二

月
一
日
ま
で
展
示
し
ま
す
。
入
選

作
品
は
、「
長
野
県
自
治
会
館
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
に
て
、
二

〇
一
五
年
三
月
に
展
示
し
ま
す
。

○
賞

　

特
選 
一
点　

優
秀
賞 
一
点

　

入
選 
三
点　

特
別
賞 
数
点

　

賞
の
発
表
は「
情
報
誌
た
か
ぎ
」

紙
面
等
で
発
表
し
ま
す
。（
副
賞
も

あ
り
ま
す
。）

○
審
査
方
法　

審
査
は
、
事
務
局

が
依
頼
し
た
審
査
員
が
行
い
ま
す
。

○
そ
の
他

　

入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

喬
木
村
風
景
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

入
選
作
品
の
版
権
は
、
喬
木
村

に
帰
属
し
ま
す
。

　

作
品
の
応
募
に
か
か
る
送
料
は
、

応
募
者
負
担
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

○
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
三
九
五－

一
一
〇
七

　

喬
木
村
六
六
六
四
番
地

　

喬
木
村
役
場　

総
務
課

　

情
報
統
計
係

　

�　

－

3
6
6
6（
直
通
）

３３

　

�in
fo@
v
ill.tak

ag
i.n
ag
an
o.jp
学
校
給
食
費

に
つ
い
て

　

平
成
二
六
年
度
の
給
食
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、
給
食
予
定
日
数

（
昨
年
度
と
給
食
日
数
は
変
わ
り
ま

せ
ん
）
よ
り
集
金
額
を
下
記
の
と

お
り
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
給
食
費
の
納
入
は
、
口
座

振
替
に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
給

食
費
は
、
一
〇
回
で
五
月
〜
二
月

ま
で
に
よ
り
振
り
替
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
お
願
い

①
給
食
費
振
替
日
は
、
毎
月
二
五

日
で
す
。

②
給
食
費
は
欠
食
し
た
場
合
も
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、

給
食
停
止
届
が
提
出
さ
れ
、
欠

食
の
期
間
が
数
ヶ
月
の
場
合
は
、

口
座
振
替
を
停
止
い
た
し
ま
す
。

③
病
気
・
け
が
等
で
五
日
以
上
欠

食
す
る
場
合
は
、給
食
が
止
ま
っ

た
日
数
分
の
給
食
費
を
後
日
返

還
い
た
し
ま
す
。
欠
席
が
長
期

に
な
る
場
合
は
、
担
任
の
先
生

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

④
学
校
行
事
等
に
よ
る
欠
食
の
場

合
は
給
食
費
引
き
落
と
し
口
座

へ
返
金
い
た
し
ま
す
。
給
食
費

の
返
金
は
、
年
度
末
に
一
括
し

て
返
金
い
た
し
ま
す
。

⑤
給
食
費
に
未
納
が
生
じ
て
い
る

場
合
に
は
、
児
童
手
当
支
給
に

合
わ
せ
て
精
算
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

喬
木
村
教
育
委
員
会

　

�　

－

２
０
０
２

３３
中学校

第二
小学校

第一
小学校

310円260円260円給 食 費 1 食 分

206日204日206日年間給食日数

63,860円53,040円53,560円総　 　 　 額

6,260円5,340円5,860円5 月 分 給 食 費

6,400円5,300円5,300円6～2月分給食費

は
か
り
の
定
期
検
査

の
お
知
ら
せ

　

正
し
い
計
量
の
実
施
を
確
保
す

る
た
め
、
計
量
法
に
お
い
て
取
引

や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
は
か
り

（
計
量
器
）
は
、
二
年
に
一
回
、

県
が
行
う
定
期
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
喬
木
村
を
対
象
と
し
て
次

の
通
り
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
は
か
り
は
必
ず
検
査
を

受
け
て
下
さ
い
。
検
査
に
は
手
数

料（
検
査
料
）が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

定
期
検
査
の
日
程

○
区　

域

　

喬
木
村

○
日　

時

　

六
月
六
日
（
金
）

　

午
前
一
〇
時
三
〇
分
〜

　
　

正
午
ま
で
及
び

　

午
後
一
時
〜

　
　

午
後
二
時
三
〇
分
ま
で

○
場　

所

　

役
場
南
側
車
庫

○
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

又
は
、
長
野
県
計
量
検
定
所

　

�
0
2
6
3－

　

－

4
0
0
6

４７

三
事
業
に
つ
い
て

事
務
委
託
し
ま
し
た

　

結
婚
相
談
、
遺
族
会
、
高
齢
者

（
老
人
）
ク
ラ
ブ
の
事
務
を
役
場

保
健
福
祉
課
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
四
月
一
日
よ
り
喬
木
村
社
会

福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
相
談
等
は
、
喬
木
村

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

役場保健福祉課

喬木村
社会福祉協議会
�0265-33-4567

�平成26年４月から事務委託平成26年４月から事務委託

�結婚相談

�遺族会

�高齢者（老人）クラブ
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4月から協力隊員が増え、こちらのページも持ち回りで担当させていただくことになりました。

今回は、まだお知らせや募集することがありませんので、各隊員の活動報告をさせていただきます!!

　ごあいさつを兼ねた打ち合わせで色んなところへお伺いさせていただきましたが、どこへ行っても温

かく迎えてくださり、また協力隊のことをご存じで応援してくださいます。改めて喬木の皆さんの温か

い人柄を肌で感じています。

　少しずつ喬木の暮らしにも慣れ、これからもっともっと頑張りますのでぜひご注目ください!!

(下平美鈴)

　facebookでも情報発信しています�https://www.facebook.com/Takagi.kyouryokutai

　喬木村の皆さん、地域おこし協力隊の上坂です。この度、喬木村を離れることにな

りました。１年余の短い期間でしたが、御世話になりました。喬木での一年で、普段

では体験できない多くの事柄を経験することができました。協力隊として「これ」と

いう成果を残すには至りませんでしたが、今後の喬木村の発展と協力隊の活躍を祈念

いたします。

●ひろか隊員● ●上杉隊員●

●稲吉隊員● ●下平隊員●

“ベリー＆ゴー”テーマソングの歌詞

となるキーワード集めのため、取材を

行いました。ご協力ありがとうござい

ました(＾＾)

現在鋭意制作中!!

お手伝いしている総合型地域スポーツ

クラブで、6月から硬式テニス教室を

始める予定です！5月にはテニス体験

イベントもやります!!
※写真は馬場・両平の春祭りに参加したとき

のものです(笑)

ゴールデンウィークには交流センター

でのイベントを企画から運営までお手

伝いしました。

現在もせっせと農業勉強中!!

NPOたかぎさんの新規事業

「カタログギフト」制作のお手伝いを

しています。村内の生産者の皆さん、

メーカーさんを回っています!!
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椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩十十十十十十十十十十のののののののののの絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵本本本本本本本本本本第第第第第第第第第第二二二二二二二二二二号号号号号号号号号号椋鳩十の絵本第二号

『『『『『『『『『『かかかかかかかかかかばばばばばばばばばば森森森森森森森森森森ををををををををををゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆくくくくくくくくくく』』』』』』』』』』発発発発発発発発発発刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊 『かば森をゆく』発刊
　「喬木村総合振興計画」に基づいて、椋鳩十の作品から『かば森をゆく』の絵本

を発刊しました。この作品は、1990年（平成2年）に出版された『１年生のどうわ

①－ぷりぷりのおこりんぼう－』（理論社）に収められているものを、椋鳩十遺族

会に出版の許可をいただいて、今回初めて絵本として制作しました。読みやすくす

るために、一部改行したほかは原文のままです。

　絵は飯田市在住のイラストレーター北原志乃さん（母は喬木村出身）によります。

　椋鳩十先生は『かば森をゆく』のあとがきで、次のようにのべています。「私は、人間には、どのような人にも、

才能や力がひそんでいるものだということを語りたかったのです。ほんとうの勇気とは、どんなものかということ

も、考えてみたかったのです。」 

  この絵本は村内の新一年生に入学のお祝いとして贈呈しました。また、飯田下伊那の全小学校・養護学校と公共

図書館にも寄贈しました。

ギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ラララララララララララララララララララララ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ううううううううううううううううううううう
ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

●「
小
池　

誠
展
」

（
５
／
３ 
〜 
６
／
１
）

　

椋
鳩
十
記
念
館
開
館
記
念
展
以
来
、
二
十
二

年
ぶ
り
の
小
池
さ
ん
の
個
展
で
す
。
こ
の
四
月
、

喬
木
第
二
小
学
校
に
収
め
ら
れ
た
作
品
「
夢
の

塔
」
ほ
か
、
新
作
と
村
内
の
施
設
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
小
池
さ
ん
の
代
表
作
を
展
示
し
ま
す
。

●「
か
ば
森
を
ゆ
く
」

　
　

北
原
志
乃
原
画
展（

６
／
３
〜
６
／　

）
２９

　

絵
本
「
か
ば
森
を
ゆ
く
」
の
原
画
の
ほ
か
、

北
原
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
や
切
り
絵
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第222222222222222222222777777777777777777777回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
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　昨年に続き、小学校連学年と中学校は２つの課題作

品の中から選んで感想文を書いてください。

締切：９月25日（木）

　選考委員長　北沢　彰利　先生

　　副委員長　木下　洋子　先生

　　　　　　　菅沼　利光　先生

  　委員は、教育委員長ほか17名で選考します。

「北原志乃さんと絵本」
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西の宮でいっぱい 

遊んできたよ！

北保育園

南保育園

中央保育園

阿島の藤、

きれいだな！

年少児の綱引き 

「何だかうまくできないけど 

楽しかったよ」

一人一匹作ったこいのぼりです。 

元気いっぱい泳いでいます。

こいのぼりの下　体操。

気持ちがいいね。

こいのぼり運動会で玉入れを 

しました。沢山入ったよ。

こいのぼりの下で運動会

年中・年長児 

「ばんざーい！ 

力一杯引っ張って勝ったよ！」

未満児です。 

「こいのぼりみたいに 

元気に空を泳ぎたいな」

ジャガイモを植えました。 

「たくさんできるといいな」
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満開の桜の下でお花見給食

春さがし

交通安全教室

ピカピカの元気な1年生１２名が入学しました。

遠
足
〜
ぼ
く
ら
の
地
区
を

ぐ
る
っ
と
一
周
し
ま
し
た
〜

がんばって歩いたよ！！

右見て、左見て、よし！

１人に１つの机うれしいな。

全校、みんな仲良しです。

1年生を迎える会～全校でじゃんけん列車～

たんぽぽは

春の代表選手だね。

ぽかぽかのお花見給食。

いつもよりおいしいな。
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今月のテーマ

喬木村の健康問題を
医療費から考えましょう!

� �������������������
【健康推進係】

� �������������������

� �������������������

次に一人あたり医療費について、県平均、豊丘村と比較してみました。

健康推進係では、今回から数回に渡り村の医療費の現状についてお伝えしていきます。

次回も引き続きこの医療費の上昇について考えていきます。

Ｈ24年度、喬木村は県平均を

上回りました。

内容はどのような

病気でしょうか？

次回から
考えていきます
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平成26年度　喬木村社会福祉協議会　予算
誰もが安心して暮らすことができる地域づくりを目指します

　今年度も地域の皆様との協働による地域福祉事業の

推進と、介護保険におけるサービス提供事業者として、

福祉水準の向上を目指して、地域に信頼される法人に

努めます。

※平成２６年度事業計画詳細については、５月発行社協

だよりをご覧下さい。

【予算総額】　466,748千円

積立預金積立支出 
2.5%

（単位：千円）

収　　　　　　入

金　額科　　　目

2,583会 費 収 入

11寄 付 金 収 入

11,760補 助 金 収 入

18,707受 託 収 入

1,429共 同 募 金 配 分 金 収 入

404,064介 護 保 険 料 収 入

2,124利 用 料 収 入

636自 立 支 援 費 収 入

4,035事 業 外 収 入

178雑　 収　 入

445,527経 常 収 入 計

20,151積 立 預 金 取 崩 収 入

1,070施 設 整 備 等 補 助 金 収 入

466,748収　 入　 計

支　　　　　　出

金　額科　　　目

296,008人 件 費 支 出

7,253事 務 費 支 出

133,380事 業 費 支 出

1,429共 同 募 金 配 分 金 事 業

1,466助 成 金 支 出

439,536経 常 支 出 計

8,820固 定 資 産 取 得 支 出

11,641積 立 預 金 積 立 支 出

3,266そ の 他 の 支 出

3,485資 金 収 支 残

466,748支 出 合 計



村の話題・出来事村の話題・出来事

◆祝　入学・入園
村内の小中学校、保育園で入学式・入園式が行われました。（4月4日小学校・中学校　4月3日三保育園） 

入学・入園　おめでとうございます。　【写真 左 第一小学校　　右 北保育園】

◆第24回　長野県市町村対抗駅伝大会
長野県市町村対抗駅伝大会が松本市を会場に開催され、 

46位（出場54チーム）という結果でした。

◆第10回　長野県市町村対抗小学生駅伝大会
長野県市町村対抗小学生駅伝大会は、22位（出場61

チーム）、「村の部」では第4位と好成績を収められま

した。

◆第40回　夜間ソフトボール開会式
記念すべき40回目を迎えた夜間ソフトボールの開会

式が行われました。 

今年は、１８チームが参加。熱戦が繰り広げられます。

◆りんごの樹オーナー園　開園式
今年も「りんごの樹オーナー園開園式」が開催され

ました。この日は約1,000人のオーナーさんが来村。

秋の収穫が楽しみですね！

4月3日（木）

4月29日（火）

4月18日（金）

4月4日（金）

4月29日（火）

4月29日（火）


